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玄海原子力発電所第３号機及び４号機の一部使用承認について 

 

令和３年３月３日付け原発本第３０８号をもって申請がありました上記の件については、

原子力利用における安全対策の強化のための核原料物質、核燃料物質及び原子炉の規制に

関する法律等の一部を改正する法律（平成２９年法律第１５号。以下「改正法」という。）

附則第７条第１項の規定により、改正法による改正前の、核原料物質、核燃料物質及び原

子炉の規制に関する法律（昭和３２年法律第１６６号。以下「原子炉等規制法」という。）

第４３条の３の１１第１項のただし書及び実用発電用原子炉の設置、運転等に関する規則

（昭和５３年通商産業省令第７７号。以下「実用炉規則」という。）第１７条第３号の規定

に基づき、下記のとおり承認します。 

 

記 

 

１．対象設備 

使用承認申請書（令和３年３月３日付け原発本第３０８号）の「申請に係る発電用原

子炉施設の概要」の欄に記載のとおり 

       

２．使用期間 

自：使用しようとする発電用原子炉施設のうち、一部使用しようとする範囲に係る実

用炉規則第１６条第１項の表中第五号の工事の工程に係る使用前検査が終了した

時 

至：令和２年３月３０日付け原規規発第 2003301 号及び令和２年３月３０日付け原規



 

規発第 2003302 号をもって認可した改正法による改正前の原子炉等規制法の使用

前検査の合格日 

３．使用の方法 

玄海原子力発電所第３号機の使用済燃料貯蔵設備の改造工事は、現在保管中の使用済

燃料を改造工事中も保管した状態で実施する必要があるため、一部工事が完了した使用

済燃料貯蔵設備を使用前検査の合格日まで使用する。 

また、玄海原子力発電所第４号機の使用済燃料貯蔵設備の容量確保のため、工事期間

中に４号機の使用済燃料を３号機に移送し、３号機の使用済燃料貯蔵設備に保管する必

要があることから、一部工事が完了した３号機設備のうち４号機と共用している設備を

使用前検査の合格日まで使用する。 

なお、使用前検査の合格日までの期間は、使用済燃料ピットの機能が損なわれないよ

う重量物の落下防止対策を行い、使用にあたっては原子炉施設保安規定に基づき使用す

る。 

 


